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特集―変容する労使関係 

　
労
働
経
済
、
労
働
法
、
労
使
関
係
な
ど
の

研
究
者
と
労
使
実
務
家
ら
で
構
成
す
る
日
本

労
使
関
係
研
究
協
会
は
九
月
一
五
、
一
六
の

両
日
に
二
〇
〇
六
年
労
働
政
策
研
究
会
議
（
後

援
＝
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
）
を
東
京

都
内
で
開
い
た
。
総
括
テ
ー
マ
は
「
賃
金
制

度
の
見
直
し
と
賃
金
政
策
」
。
各
企
業
で
こ

の
一
〇
年
の
間
、
賃
金
制
度
の
変
革
を
め
ざ

し
て
、
成
果
主
義
の
導
入
が
急
速
に
進
ん
だ
。

成
果
主
義
導
入
の
影
響
は
賃
金
制
度
に
と
ど

ま
ら
ず
、
人
事
管
理
全
般
に
も
及
ぶ
。
賃
金

決
定
の
あ
り
か
た
も
変
え
、
労
使
関
係
に
も

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
。
成
果
主
義
導

入
か
ら
一
定
の
時
間
が
経
過
し
た
い
ま
、
様
々

な
問
題
点
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

労
使
関
係
の
視
点
を
重
点
に
、
会
議
で
の
い

く
つ
か
の
報
告
を
紹
介
し
た
い
。
　 

 

　
標
労
方
式
で
鉄
鋼
大
手
の 

　
賃
金
カ
ー
ブ
接
近 

  

梅
崎
修
・
法
政
大
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学

部
専
任
講
師
の
報
告
は
「
鉄
鋼
大
手
企
業
に

お
け
る
賃
金
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
の
接
近:

一
九

六
〇
、
七
〇
年
代
」
と
題
し
、
高
度
経
済
成

長
期
の
鉄
鋼
産
業
で
、
産
業
別
組
織
（
鉄
鋼

労
連
）
の
運
動
に
よ
っ
て
大
手
各
社
の
賃
金

プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
が
接
近
し
格
差
が
縮
小
し
た

と
い
う
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
現
在

の
賃
金
制
度
等
の
問
題
を
論
じ
た
も
の
で
は

な
い
が
、
一
企
業
の
賃
金
構
造
と
産
業
別
レ

ベ
ル
が
絡
ん
だ
賃
金
交
渉
と
の
関
係
が
分
析

さ
れ
て
い
て
、
労
使
関
係
の
視
点
で
い
え
ば
、

も
っ
と
も
興
味
ぶ
か
い
報
告
と
い
え
た
。 

  

報
告
に
よ
る
と
、
大
手
鉄
鋼
五
社
の
賃
金

プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
は
一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
七

〇
年
代
前
半
ま
で
に
接
近
し
た
。 

　
こ
の
間
、
賃
金
交
渉
の
仕
組
み
が
、
一
人

平
均
方
式
か
ら
標
準
労
働
者
方
式
に
変
更
さ

れ
た
。
両
方
式
の
違
い
は
何
か
。 

　
ま
ず
前
提
と
し
て
、
大
手
五
社
の
基
本
給

の
ベ
ア
金
額
は
春
闘
に
よ
っ
て
決
ま
る
「
産

業
相
場
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
人
平
均
方

式
は
各
従
業
員
に
こ
の
金
額
を
積
む
わ
け
で

は
な
い
。
全
従
業
員
を
分
母
に
し
て
、
「
産

業
相
場
」
を
分
子
に
し
た
平
均
賃
上
げ
率
を

出
し
、
そ
の
率
を
か
け
た
金
額
が
個
々
人
の

賃
上
げ
額
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
平
均
年
齢

が
高
い
企
業
で
は
分
母
の
平
均
賃
金
が
大
き

く
な
り
、
平
均
賃
上
げ
率
は
低
下
す
る
。
そ

の
た
め
、
企
業
に
と
っ
て
従
業
員
一
人
当
た

り
労
務
コ
ス
ト
の
増
額
は
各
社
で
同
じ
だ
が
、

従
業
員
の
側
か
ら
い
え
ば
同
じ
条
件
の
賃
上

げ
と
は
い
え
な
い
。 

　
一
方
、
標
準
労
働
者
方
式
（
当
初
は
三
五

歳
、
勤
続
一
二
年
）
の
場
合
は
、
分
母
を
標

準
労
働
者
の
平
均
賃
金
と
す
る
の
で
、
平
均

賃
上
げ
率
は
年
齢
構
成
の
影
響
を
う
け
な
い
。 

　
た
だ
し
、
移
行
期
に
は
、
年
齢
構
成
の
若

い
企
業
で
は
従
来
平
均
方
式
に
比
べ
て
賃
上

げ
額
が
低
く
な
る
と
い
う
問
題
が
存
在
し
た
。

そ
れ
を
別
途
財
源
に
よ
っ
て
埋
め
合
わ
せ
こ

と
と
し
、
差
額
財
源
を
賃
金
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル

の
接
近
に
使
う
こ
と
と
し
た
。
そ
の
背
景
に

は
大
手
企
業
で
内
部
労
働
市
場
が
形
成
さ
れ
、

経
営
状
況
や
従
業
員
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
似

通
っ
て
き
た
と
い
う
要
因
が
あ
る
。
そ
の
結

果
、
生
涯
所
得
を
予
測
し
や
す
く
な
り
、
さ

ら
に
他
社
の
賃
金
構
造
と
の
比
較
に
関
心
が

高
ま
っ
た
。
鉄
鋼
労
連
も
情
報
共
有
に
努
力

し
た
。 

　
春
闘
交
渉
は
賃
金
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
も
意

識
し
て
交
渉
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に

標
準
労
働
者
方
式
へ
の
転
換
が
プ
ロ
フ
ァ
イ

ル
の
接
近
を
促
し
た
―
。  

以
上
が
報
告
の

大
雑
把
な
要
約
だ
が
、
梅
沢
氏
が
論
文
末
尾

で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
大
手
鉄
鋼
各
社

の
事
業
内
容
が
変
化
し
て
る
現
在
、
こ
の
仕

組
み
は
ど
う
変
化
し
た
の
か
。
さ
ら
に
、
鉄

鋼
産
業
で
標
準
労
働
者
方
式
の
賃
金
決
定
が

行
わ
れ
、
電
機
、
自
動
車
で
実
施
さ
れ
な
か

っ
た
の
は
、
鉄
鋼
産
業
が
寡
占
状
態
で
あ
っ

た
こ
と
と
関
係
し
て
い
な
い
か
。
そ
の
状
態

か
ら
の
変
化
は
従
来
方
法
の
基
盤
を
崩
し
て

い
な
い
か
。
今
後
の
研
究
課
題
だ
ろ
う
。 

　 　
成
果
主
義
、人
事
制
度
に 

　
イ
ン
パ
ク
ト 

　
中
村
圭
介
・
東
京
大
社
会
科
学
研
究
所
教

授
は
先
に
上
梓
し
た
『
成
果
主
義
の
真
実
』

（
東
洋
経
済
新
報
社
）
の
内
容
を
踏
ま
え
て

報
告
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
成
果
主
義
は

賃
金
制
度
に
大
き
な
変
化
を
起
こ
し
つ
つ
あ

る
。
と
く
に
管
理
職
へ
の
影
響
が
大
き
い
。

定
期
昇
給
が
廃
止
さ
れ
た
う
え
、
賃
金
は
職

務
遂
行
能
力
へ
の
対
価
で
は
な
く
な
っ
た
。

そ
れ
は
、
日
本
企
業
の
大
き
な
特
徴
だ
っ
た

年
功
賃
金
を
な
く
し
、
潜
在
的
保
有
能
力
を

評
価
す
る
能
力
主
義
を
変
え
た
こ
と
を
意
味

す
る
。 

　
さ
ら
に
、
同
氏
は
人
事
管
理
全
体
に
影
響

を
及
ぼ
す
と
し
て
、
次
の
六
点
を
指
摘
し
た
。  

　
第
一
は
、
年
功
賃
金
で
は
な
く
、
顕
在
能

力
評
価
と
な
れ
ば
、
高
齢
者
活
用
の
道
が
広

が
る
。
第
二
に
、
能
力
開
発
の
重
要
性
が
従

来
以
上
に
高
ま
る
。
第
三
に
、
中
年
期
以
降

の
リ
タ
ー
ン
マ
ッ
チ
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
四
に
、
管
理
職
に
昇
進
し
な
か
っ
た
層
の

中
年
期
以
降
の
モ
ラ
ー
ル
維
持
を
ど
う
図
る

か
が
問
わ
れ
る
。
第
五
に
、
日
本
の
企
業
秩

序
の
基
盤
だ
っ
た
年
功
制
が
崩
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
従
業
員
相
互
の
人
間
関
係
が
変
わ

っ
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
。
最
後
に
、
こ
れ

ま
で
、
企
画
部
門
、
財
務
部
門
、
職
場
に
任

さ
れ
て
い
た
仕
事
管
理
と
賃
金
管
理
が
ど
う

連
携
を
と
る
か
が
課
題
と
し
て
浮
上
す
る
。 

　
以
上
が
報
告
骨
子
だ
が
、
前
掲
の
著
書
で

は
、
労
使
関
係
面
に
も
触
れ
て
い
る
。
成
果

主
義
の
浸
透
に
対
し
て
の
労
働
組
合
の
課
題

に
つ
い
て
幾
つ
か
指
摘
し
て
い
る
の
で
紹
介

し
た
い
。 

　
日
本
の
労
組
は
賃
上
げ
な
ど
の
平
均
水
準

に
つ
い
て
は
交
渉
し
た
が
、
組
合
員
個
人
が

受
け
取
る
額
は
交
渉
せ
ず
、
そ
れ
は
人
事
考

果
を
行
う
会
社
の
専
権
事
項
だ
っ
た
。
成
果

主
義
は
こ
の
事
態
を
さ
ら
に
進
め
た
。
個
別

化
が
進
む
中
で
、
集
団
と
し
て
の
労
組
の
果

た
す
べ
き
役
割
は
な
に
か
。
ま
ず
、
こ
れ
が

問
わ
れ
る
。 

　
次
に
、
会
社
の
業
績
目
標
に
よ
っ
て
、
組

合
員
の
仕
事
密
度
が
決
ま
る
と
す
れ
ば
、
労

働
組
合
が
業
績
目
標
や
経
営
計
画
へ
の
発
言

力
強
化
が
課
題
と
な
る
。 

　
三
つ
め
に
は
、
中
年
期
以
降
の
賃
金
が
あ

ま
り
上
が
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
組
合
員
の
中

か
ら
ベ
ア
の
強
い
要
求
が
出
て
く
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
そ
の
意
味
で
春
闘
の
再
構
築
が

求
め
ら
れ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
―
。
　 

　
企
業
の
従
業
員
の
人
間
関
係
そ
の
も
の
に

変
化
を
も
た
ら
す
と
な
れ
ば
、
企
業
を
基
盤

と
し
た
日
本
の
労
働
組
合
に
も
重
い
課
題
を

賃
金
制
度
の
見
直
し
と
労
使
関
係 

「
労
働
政
策
研
究
会
議
」
の
報
告
か
ら 
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国際労使関係協会（ＩＩＲＡ） 
第14回世界大会リマで開催 

統括研究員上村俊一 

　国際労使関係協会（The International Industrial Relations Association、
ＩＩＲＡ）の第14回世界大会が、去る 2006年9月11日から14日まで、
ペルー国の首都リマで開催された。この大会は、ペルー労使関係協会会
長のルイス・バルデス教授がＩＩＲＡ会長の任にあることからリマで開
催されたものであり、発展途上国で開催されたのはＩＩＲＡ設立以来始
めてのことである。大会は、リマ大学のキャンパスを会場として行われ
た。  
　なお、ＩＩＲＡは、国際的なレベルでの労使関係の知識の発展、交換
のため1966年に設立され、労使関係の学術的研究を世界的規模で促進
することを目的としている。その会員は、労使関係の分野における研究
者や実務家である。 
　今回の世界大会のメイン・テーマは、「社会的アクター、職場組織及
び新技術」というものであり、4日間にわたって、次の5つのテーマご
とにワークショップが開催された。 
①社会的対話、経済的自由と労使関係 
②人的資源管理と新たな労使関係  
③生産的な雇用と教育 
④社会的保護の政策 
⑤アメリカ諸国の統合と自由貿易 
　また、上記のワークショップの他にも、特別セミナーが開催された。
9月12日午後には、ＥＵ財団が、「労使関係、未来のトレンドとグロー
バリゼーション」と題するセミナ－を主催した。ＥＵ財団は、ＥＵの社
会労働分野における研究機関であり、ＥＵの財政により運営されている。
本部は、アイルランド国の首都ダブリン。このセミナーの目的は、経済
のグローバル化が進展する中、ヨーロッパの労使関係の動向と日本、オ
ーストラリア、ブラジル、中国、インド、南アフリカ共和国における労
使関係モデルと最近の動向の比較研究を行うことであった。セミナーに
は、ＥＵ財団の労使関係部門における研究者のほか、上記７カ国の労使
関係の研究者が招聘され、労使関係の最新の動向について発表を行い、
熱心な議論を行った。日本については、私が発表を行った。 
　800万人の人口を抱える南米有数の大都市であるリマは、2005年の経
済成長率が５％を超えるという好調な成長を続けるペルーの首都として、
活況を呈していた。大会に参加して、主催者であるペルー労使関係協会
の熱心な運営ぶりが強く印象づけられた。会場となったリマ大学におい
ても、学生ボランティアによる、参加者への親切なアテンドが心に残っ
た。なお、南米で開催されたこともあってか、大会への日本人の参加者
が極めて少なかった（ほとんど見なかった）ことが、残念ではあった。 
 

突
き
つ
け
る
の
は
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な

い
。 

   
　 　人
事
制
度
変
革
の 

　
従
業
員
認
識
度
は 

　
松
繁
寿
和
・
大
阪
大
大
学
院
国
際
公
共
政

策
研
究
科
教
授
の
報
告
「
人
事
の
経
済
分
析
」

は
、
一
言
で
い
え
ば
、
人
事
制
度
を
改
革
し

て
も
、
そ
れ
を
果
た
し
て
従
業
員
が
き
ち
ん

と
認
識
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
従
業
員
が
理

解
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
人
事
制
度
改
革

は
ど
ん
な
意
味
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
、
と
い

う
内
容
だ
。 

　
同
氏
は
、
従
業
員
の
人
事
制
度
に
対
す
る

認
識
の
レ
ベ
ル
を
三
つ
に
分
け
て
調
べ
た
。 

　
一
つ
は
、
人
事
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
質

問
し
た
。
二
つ
は
、
実
際
に
支
払
わ
れ
て
い

る
賃
金
の
水
準
や
格
差
に
つ
い
て
尋
ね
た
。

三
つ
は
、
働
く
環
境
や
条
件
を
正
確
に
把
握

し
て
い
る
こ
と
と
、
当
人
の
仕
事
の
能
力
は

大
き
く
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
仮
説
に
基
づ
い
て
の
調
査
で
あ
る
。 

　
一
つ
目
の
人
事
制
度
の
理
解
度
調
査
は
、

た
と
え
ば
「
管
理
職
の
基
本
給
は
何
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る
か
」
な
ど
が
設
問
内
容
で
、

正
解
は
「
業
績
給
」
と
「
能
力
給
」
。
事
前

の
社
内
研
修
で
説
明
さ
れ
た
内
容
だ
が
、
こ

の
設
問
も
含
め
正
解
率
は
非
常
に
低
い
。
全

体
平
均
の
正
解
率
は
六
割
程
度
だ
と
い
う
。 

　
二
つ
目
の
報
酬
制
度
の
認
識
調
査
で
は
、

「
三
五
歳
の
総
合
職
の
最
高
額
は
い
く
ら
か
」

な
ど
を
尋
ね
た
が
、
か
な
り
ず
れ
た
回
答
が

多
か
っ
た
。
し
か
も
最
高
額
も
最
低
額
も
ほ

と
ん
ど
実
際
よ
り
も
高
い
水
準
を
回
答
し
て

い
た
。 

　
三
つ
目
の
調
査
で
は
、
人
事
評
価
が
高
い

人
は
人
事
制
度
に
関
し
て
は
よ
く
知
っ
て
い

る
が
、
報
酬
の
分
布
な
ど
の
知
識
に
関
し
て

は
あ
ま
り
関
係
な
い
と
い
う
結
果
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。 

　
以
上
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
同
氏
は
「
会

社
の
人
事
部
が
考
え
た
方
向
に
、
働
く
意
欲

と
か
働
き
方
が
変
わ
る
わ
け
で
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
で
あ
れ
ば
、
成
果
主
義
な
ど
を
入

れ
た
意
味
は
何
だ
っ
た
の
か
考
え
直
さ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
締
め
く
く
っ
た
。 

　 　
合
併
・
買
収
後
に 

　
賃
金
は
上
昇
、な
ぜ 

　
久
保
克
行
・
早
稲
田
大
商
学
部
助
教
授
の

報
告
「
合
併
・
買
収
と
従
業
員
の
賃
金
」
は
、

合
併
・
買
収
後
に
従
業
員
の
賃
金
は
上
が
る

の
か
、
そ
れ
と
も
下
が
る
の
か
を
調
べ
た
。

　
結
論
は
合
併
後
、
賃
金
は
上
昇
し
、
従
業

員
一
人
あ
た
り
年
間
四
〇
万
円
ほ
ど
増
え
て

い
る
。
そ
の
う
ち
、
産
業
連
関
で
分
け
れ
ば
、

非
関
連
合
併
の
ほ
う
が
関
連
合
併
よ
り
も
賃

金
上
昇
率
が
高
い
。
ま
た
、
資
本
関
係
が
な

い
非
グ
ル
ー
プ
合
併
の
ほ
う
よ
り
も
グ
ル
ー

プ
合
併
の
ほ
う
が
や
や
高
い
。 

　
で
は
、
な
ぜ
、
合
併
・
買
収
で
賃
金
が
上

が
る
の
か
。
合
併
・
買
収
で
経
営
者
は
効
率

化
を
図
る
が
、
そ
の
場
合
に
、
従
業
員
の
自

然
減
を
主
と
し
、
若
年
層
の
採
用
を
控
え
る
。

と
な
る
と
企
業
内
の
平
均
年
齢
が
上
昇
し
、

平
均
賃
金
も
上
が
ら
ざ
る
を
え
な
い
―
こ
れ

が
同
氏
の
解
釈
の
一
つ
。
も
う
一
つ
は
、
賃

金
水
準
が
高
い
優
秀
な
従
業
員
が
残
る
確
率

が
高
い
た
め
だ
と
い
う
解
釈
を
示
し
た
。 

　
こ
の
報
告
に
対
し
て
は
、
「
雇
用
を
守
る

か
ら
賃
金
を
上
げ
な
い
、
あ
る
い
は
優
秀
で

な
い
人
を
リ
ス
ト
ラ
し
て
、
残
っ
た
人
の
賃

金
を
上
げ
る
、
そ
の
関
連
を
見
る
必
要
が
あ

る
」
と
の
意
見
が
出
た
。
ま
た
、
企
業
の
実

務
家
か
ら
は
、
「
合
併
前
か
ら
賃
金
の
す
り

あ
わ
せ
を
す
る
。
だ
か
ら
、
ど
の
時
点
で
見

る
か
で
変
わ
っ
て
く
る
」
と
い
う
発
言
も
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
「
合
併
の
と
き
、
高
き
に

合
わ
せ
る
と
い
う
納
得
の
得
ら
れ
や
す
い
方

法
を
と
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
関

連
し
て
、
も
う
一
つ
、
労
組
が
あ
る
と
、
ど

う
し
て
も
高
く
な
る
」
な
ど
、
労
使
関
係
要

因
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
だ
と
の
意
見
が
実

務
家
か
ら
出
た
。 

（
調
査
部
長
　
江
上
寿
美
雄
） 


